
第48回大会］

2Qp－ ４

食　　物

名古屋市の老人クラブに所属する高齢者の食生活調査一一対象者の基本的属性

締暁子＊、Ｏ佐宗洋子＊＊、中島けい子＊

　(＊椙山女大、＊＊東邦ガスKK)

　目的名古屋市でcま、女性企1四監で懇2l占会力弔肋､れ、名古屋市に対して提言を行つ

てきているoその委員として、高齢者の食生活ケヤ-･についての提註をしたoしかし、当
時名古屋市では、高齢者痍帯の食生活に関する調査資料がほとんどなく、他都市の筒査結

果をもとに提言を行つたが、その有効性については、判折資料がなかつたoそこで、実態

を知りその対販の基礎デ夕とするため名店屋市り高四を行た

ｏ　方法　名古星市市民局高齢者刻策課の援劫により、名古屋市全市の老人クラプ代表者

の集会に提案し受人れに応じた周辺部の守山区、新興住宅地の緑区および旧市街の中村区

の老人クラブに所属し、集会に出席可能な高齢者を対象に質問用紙による調査を行つたo

老人クラプの加入年齢は６Ｏ歳であるが、回答された中から６５歳以上の該当者を抽出し

総汁処哩した。調在頃目は、属性、生活活動状況、仙剥犬態、食生活意識、食生活状況、

食事、食生活ケヤ‐、調理機器、嗜好調査の９項目o凝在期隙朗城６年９月～ＩＩ月o

　結果　Ｉ）喬査対象者属性は、男性Ｉ２４名（66.7%）と女性６２名（33.3%）であつ

2Qp－ ５ 　　生活形態別にみた高齢者の食形態

○菅瀬君子＊　　堀江和代¨　　堀江祥允¨*

　　　（゛愛知学泉女短大，　¨愛知学泉大家政， ≪≪*名古屋市立女短大）

　〔目的〕高齢者にとっての快適な生活形態を知る目的で、演者らは、高齢者の生活形態と

健康との関係を調査し、栄養素摂取量は一世代生活形態の男女が高いこと。自分が健康で

活動的と考えているのは一世代生活形態の男性と三世代生活形態の女性であり、文化活動

や社会活動への参加は、三世代生活形態の男女が高く、生活の総合的評価では独居生活形

態の男女が不活発であることを第4 5回と第4 7回本大会において報告してきた。今回は、

生活形態別に食形態を分析したのでその結果を報告する。

　〔方法〕独居生活形態、老夫婦のみの一世代生活形態、複合家族すなわち、三世代生活形

態の３グループを比較した。対象者は岡崎市在住の7 0才以上の高齢者で、住民台帳より

生活形態別に抽出し手紙で調査の協力を依頼した。協力者は男性4 3名、女性4 6名の計

8 9名で、応答率は6 3. 3 %であるぶ平均年齢は男子7 8才、女性7 7才、調査期間は
平成３年９月の任意の連続３日間、調査方法は面接聞き取り法と実測法を併用した。

　〔結果〕いずれのグループも主食は圧倒的に米が多かったが、主食、主菜、副菜を組み合

わせた食事は一世代生活形熊が多く、料理の種類が多いのは三世代生活形態であった。調

理形態を野菜と肉、魚についてみると、野菜は煮る、茄でる、生がいずれのグループにも

多かったが、､レンジの使用は少なく特に独居生活形態では男女とも皆無であった。肉、魚

は煮る、炒める、焼く、生が代表的な食べ方であった。逆に苑でる、蒸す、レンジの食べ

方は皆無か、若干であった。バーベキューは三世代生活形態の男女の1 0 %にみられた。
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